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はじめに 

火山観測は、全国の火山において大学や研究機関、行政機関等で地震観測、地殻変動観測を中

心に常時観測が行われており、さらに一部の火山で臨時観測が実施されている。一部のデータに

関しては関係者間で共有されているが、その他のデータは十分には共有されてはいない。火山活

動の監視や評価を的確に行うためには、多項目の観測データを総合的に分析する必要があるが、

地上観測データとリモートセンシングデータ、物理観測と化学観測等の相互利用や併合解析もで

きず、観測データは各組織に分散し、それぞれの専門・学問分野に細分化され、総合的に分析で

きない状況にある。さらにこのような状況は、他分野から火山研究への新たな参入を困難にして

いる。研究分野間・組織間の連携や火山研究の活性化のためには、ある手続きを踏めば、必要な

火山観測データを、ある条件のもとで、いつでも迅速に簡単に、他者から入手し、自らの目的の

ために利用できる環境が必要であり、かつ誰にでもその環境が開かれている必要がある。本課題

は、火山の調査観測データ及び処理結果等を迅速に共有し相互利用できる仕組みをつくることに

より、データ・研究成果の活用や研究分野間・組織間の連携を促して火山研究をより活性化させ、

本事業が目指す「観測・予測・対策」の一体的な火山研究を推進し、データ・研究成果の地方自

治体や行政機関等による防災対策及び対応への活用を促進することによって、火山災害の軽減に

資することを目的としている。 

  




